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研究成果の概要（和文）：政治家の政治活動とキャリア形成について明らかにするために、本研究では、国会議
員や地方議員の活動とそれに対する有権者の評価に関するデータを収集し、実証的に分析した。研究の結果、議
員の所属政党はもちろんのこと、性別や経歴によって、議会での活動や選挙区での政治活動の内容に大きな差異
があることが明らかになった。それに加えて、有権者が候補者を評価する上で、それらの要素がどのように影響
しているのかを探るため、日本とアメリカの二カ国でサーベイ実験を行った。その実験結果については、今後さ
らに分析していく予定である。

研究成果の概要（英文）：This research examined various activities of political actors both at the 
national and local levels. To understand differences across political actors, I collected and 
analyzed data of their legislative activities. Furthermore, I conducted a survey of local assembly 
members in the Tohoku region. The results of my research demonstrated that the personal attributes 
of political actors affect their choice of activities in the legislature and in their electoral 
districts. I also ran some survey experiments in Japan as well as in the United States to figure out
 factors that influence voter choice of electoral candidates. 

研究分野： 政治学
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１．研究開始当初の背景 
政党には、政治家を発掘して育てるという役

割がある。日本において政党が国会議員とな

った政治家をどのように教育・評価し、政治

的指導者として育てているのかについては、

これまで自民党の政調部会や国会の委員会

などに焦点が当てられ、自民党議員のうち誰

がどこに所属しているのかについて研究が

進められてきた。さらに、そうした政治家の

間で政府や国会などの役職ポストがどのよ

うに配分されているのかについて、所属派閥

や当選回数に基づく「シニオリティ・ルール」

に研究の焦点が当てられてきた。 

   しかしながら、政治家のキャリア形成過

程を考える上で、当選回数や所属した政調部

会や国会の委員会を見るだけでは、不十分な

可能性がある。これまで「カネ」と「フダ」

に直接関係する自民党の政務調査会のケー

スを除いて、政治家が実際にどのような政治

活動に携わっているのかについては、ほとん

ど研究されてこなかった。とりわけ国会にお

ける政治家の活動とその影響については、ま

だ未解明な点が多い。たとえば、与野党を問

わず数多くの政治家が、委員会で質疑に参加

するだけでなく、質問趣意書や議員立法を提

出している。しかし、時間もリソースも限ら

れる政治家が、実際の政策決定に必ずしも直

結している訳ではないにも関わらず、国会に

おいてなぜそうした活動を行っているのか、

まだ十分に解明されていない。 

 
２．研究の目的 
本研究では、政治家間の違いについて、政治

家の所属先を中心とする経歴のみならず、政

治活動にも着目する。そのうえで、個々の政

治家の間でそうした政治活動の中身がどの

ように異なっているのかについて、自民党以

外の政党も含めて、具体的データをもとに実

証的に解明することを目指す。そのために、

①まず国会において誰がどの委員会で質疑

に参加し政府の答弁を引き出していたのか、

誰が議員立法や質問趣意書を提出していた

のかといった、国会における政治家の活動に

ついて分析する。②次に、選挙での集票活動

などを通じて国会議員を支える地方議員が、

どのような政治活動に従事しているのか、そ

して国会議員との間にどのような関係を築

き、それが地方議員の間でどのように異なっ

ているのかを明らかにする。③これら地方議

員と国会議員が政治家としてのキャリアを

形成する上で、有権者から十分な支持を受け、

選挙での当選を重ねることが重要となるが、

有権者の政治家に対する評価が、政治家の性

別や政治活動など、どのような要素によって

決まるのかを明らかにする。 

 

３．研究の方法 

（１）国会議員の政治活動については、国会

議事録や衆議院・参議院で公開されている議

事情報のデータを用いるほか、東京大学谷口

研究室・朝日新聞社共同調査による候補者サ

ーベイデータを用いて、計量分析を行う。

（２）地方議員の政治活動については、独自

のサーベイ調査を実施して、収集したデータ

を分析する。（３）政治家に対する有権者の

評価については、有権者を対象としたサーベ

イ実験を行う。 

 

４．研究成果 

（１）まず国会議員の政治活動について、研

究の結果、各議員の過去の経歴が国会内での

政治活動（委員会での質疑や議員立法の提出

など）に影響を与えていることが明らかにな

った。具体的には、地方議員を経験している

国会議員ほど地元への利益誘導に直結する

活動に携わる傾向があり、弁護士出身など法

律に精通した国会議員ほど安全保障問題な

どの公共財に関わる活動に従事する傾向が

あることが見られた。こうした傾向は、議会

活動を通じて有権者に他の議員との違いを

見せることで集票活動を進めようとする議



員の戦略によるものであると考えられる。さ

らに、委員会審議での発言内容など、男女の

議員間でも国会での活動内容に大きな違い

が存在していることが明らかになった。 

（２）次に、地方議員の政治活動について分

析するために、東北地方での市町村議会議員

を対象にサーベイ調査を行った。市町村議会

議員としての仕事は、単に議会での審議に出

席するだけにとどまらず、有権者との交流や、

地域の要望について行政に働きかけるなど、

多岐にわたる。サーベイからは、議会開会中

と閉会中では仕事や日常生活に占める議員

活動の割合は大きく異なり、一般的に前者の

ほうが後者よりも議員として活発に活動し

ており、その活動量が多いことが判明した。

さらに、町村部に比べて市部の議員のほうが、

議会閉会時でも活発に活動している結果が

示された（図参照）。 

 

また、国会議員や知事など、他のレベルの

政治家との関係については、市議会議員がと

りわけ衆議院議員の選挙で動員されており、

支援されるよりも支援する側に回る、支援超

過の関係にあることが明らかになった（図参

照）。 

 

東日本大震災で津波被害が大きかった被

災地沿岸部の市町村議会議員に焦点を当て

てさらに分析を行ったところ、人的被害が大

きかった市町村の議員ほど、国会議員をはじ

めとして他のレベルの政治家との接触頻度

が大きく、市町村議会議員が地域の中でいわ

ば「linking social capital」として機能し

ていることが明確になった（図参照）。 
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（３）政治家を評価する上で、有権者が政治

家のどのような要素を基準にしているのか

について明らかにするために、サーベイ実験

を行った。その結果、政治家の所属政党が有

権者にとって最大の判断基準になっている

反面、政治家の政策争点上のポジションや性

別などが有権者の判断に一定の影響を与え

ており、とりわけ女性政治家に対してネガテ

ィブなバイアスが存在していることが明ら

かになった。 
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